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    午前１０時００分 開議 

○議長（米木正二君） 皆さん、おはようございます。 

 本日は大変御苦労さまでございます。 

 ただいまの出席議員は42名であります。 

 32番高橋 毅君より欠席届が出ております。３番木村慶喜君、９番米澤秋男君、12番畠山和

則君、35番一條 光君、39番星  義之佑君、45番渋谷征夫君より遅参届が出ております。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（米木正二君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第 116条の規定により、27番畠山こずゑさん、28番坂本

せんさんを指名いたします。 

 

○議長（米木正二君） 日程第２、一般質問を行います。 

 一般質問の順序は、昨日に引き続き通告のあった順序で行います。 

 通告12番、24番門脇幸悦君の一般質問を許可いたします。御登壇願います。 

    〔24番 門脇幸悦君 登壇〕 

○24番（門脇幸悦君） おはようございます。 

 きょうの最初の質問ということで、色麻下多田川線の道路工事についてお伺いするものでご

ざいます。 

  国道 457号色麻下多田川線は、鳴瀬川橋付近、赤塚交差点より国道 347号まで既に開通して

おります。今後の 347号以北の工事計画についてお伺いするものでございます。 

  この路線は20年ぐらい前から計画がございまして、合併前にも一般質問で取り上げてきまし

たが、現在に至るまで二、三カ所の待避所を設けたぐらいで進展が見られません。上狼塚北部

落はもちろん、南部落の小学生あるいは中学生の通学路として重要な路線でもございます。ま

た、朝夕の車両も多く、これまで大きな事故が発生しなかったのが不幸中の幸いでもございま

す。また、新興住宅地としてこれから発展する地域でもございます。早急に工事を進めていた

だけると思いまして、次の三つについてお伺いするものでございます。 

  一つ目は、パチンコ「サクラ」の物件はどうなっているのか。10月の臨時議会において家屋

調査士に依頼調査しているという説明がございました。また、先日の町政懇談会のときにも質
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問がございました。今、現在の状況をお伺いするものでございます。 

 二つ目といたしましては、工事が着工する場合、平成何年ごろに着工し、竣工はいつごろに

なるのか。 

 また、三つ目といたしましては、工事の着工は 347号線から始まるのか、それとも広原小学

校周辺の上狼塚北区周辺からなるのか。 

  以上についてお伺いするものでございます。よろしくお願いします。 

○議長（米木正二君） 町長。 

    〔町長 星 明朗君 登壇〕 

○町長（星 明朗君） おはようございます。 

 きょう一日、よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

 まず、門脇幸悦議員からの御質問、色麻下多田川線の道路改良工事についてでございます。

３点御質問をちょうだいいたしました。 

 まず、 347号の起点から北に向かったということでありますが、「サクラ」の物件はどうな

っているのかということでございます。 

  この件については、平成12年度に都合３回にわたって交渉を行いました。それまで以前も交

渉を行ってまいったのでありますが、いろんな事情で休止状態になってございました。いわゆ

る営業補償あるいは不動産鑑定ということで行き違いといいますか、考え方の違いが少しあっ

たようでございます。平成13年に入りまして、１月に再び地権者と交渉を持ちましたけれど

も、その時点では倍近くの金額の差がございまして、再び休止状態になっておったということ

であります。町政懇談会のときにも申し上げたのでありますが、現在もう一度年数もたってい

るということもございまして、不動産鑑定を依頼してございまして、その調査結果が恐らく今

月中に成果品が出てくるものと思っておりましたので、出次第、交渉を再開をしたいと思って

いるところであります。非公式に担当課の課長ほかがお話を申し上げておりますが、感触とし

ては大分歩み寄りがなされるのではないかという感触を得ておりますので、恐らく話し合いが

進むのではないかと思ってございます。両者、誠意をもって進めたいと思っておりますので、

御理解をいただきたいと思います。 

 ２番目の何年ごろ着工し、竣工はいつごろになるのかということでありますが、着工年度に

つきましてはいわゆる話し合いがまとまり次第ということになりますが、できることなら今年

度中にある程度の結論を得て17年度中に着工できるように、着工といいましても、いわゆる買

収、土地のお譲りをいただくことから始まるわけでありますが、そうできれば17年度からとい



-72- 

うことになろうかと思います。最終の年は24年度完成ということでありますから、17年からで

ありますとあと７年ということになるんでしょうか。ということになります。約４キロ、いわ

ゆる青木原線から続いている広原小学校の後ろ、公民館の後ろまでとりあえず４キロというふ

うに考えてございます。当然のことながら、あそこが終点ではありませんので、その次の計画

としては山田橋というのが多田川にかかってあるわけでありますが、あの付近までもっていか

ないとこの道路の完成はないのではないかということで、現在承認をいただいているのは広原

保育所の後ろ、あの路線までということになっていますが、平成24年完成を目指しておりま

す。大体設計では幅員が16メートルというふうに考えてございます。 

 工事はどちらから始めるのかということでありますが、今交渉を始めておるわけであります

から、 347の南側から始めるのが順当であろうということであります。仮に交渉が難航したと

しても、北側の方から始めるとその人の交渉が長引いてしまうということもありますし、いわ

ゆるそれぞれ東西の道路が何本かありますけれども、そこの部分まで開通をさせてある程度供

用開始していくということになろうかと思います。これまで御意見にありましたように、上狼

塚地域北区、南、大変通学路としても危険な状態にありますので、一刻も早くこの道路の着工

を進めたいと思っておりますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（米木正二君） 24番。 

○24番（門脇幸悦君） ただいまの回答、納得したわけでございますけれども、先日の町政懇談 

会のときにも上狼塚北、南の行政区長さんからも質問がございました。道路が低いため雨が降

ると川のような状態になったり、冬期間は吹きだまりになり道路の警戒が困難な状況になるの

で、防雪網を設置してほしいという御意見がございました。例年ですと既に雪が降る季節でご

ざいます。早急に設置しなくてはならないと思いますが、その点どうお考えなのか。 

 また、いずれは色麻下多田川線が開通といいますか、道路が完成しますと、その道路に交差

する 347号線の矢越交差点から多田川付近までのバイパス的な道路の計画はどうなっておるの

かお伺いいたしまして、私の質問を終えたいと思います。 

○議長（米木正二君）  町長。 

○町長（星 明朗君） まず、第１点でありますが、先ほど申し上げましたように、現道の部分 

についてはもちろん歩道もないし、冬期間積雪もあります。あるいはいわゆる地吹雪等々もご

ざいまして、大変不便をかけているところでありますが、現在のところは除雪を十分に行いな

がら安全確保に努めたいと思っているところであります。交渉の見通しによっては、来年度か

ら着工できるという見通しもありますので、待避所等々をつくってということは今のところ考



-73- 

えておりません。交渉の成り行き次第では一部配慮しなければならないところもあろうかと思

いますが、現在のところはいわゆる安全確保といいますか、除雪に万全を期しながらこの冬を

乗り切ってまいりたいと思っております。 

 それから、いわゆる中新田バイパスということだろうと思いますが、合併協議の中でいろい

ろ県の方に要望いたしておりますが、合併後もそのことについて県に再三再四要望いたしてお

りますが、今のところ県はこのような県財政の状況で、国の状況もあって、考えられないとい

う回答をいただいております。このことについては 347号の通年通行あるいは改良が完成次

第、山形側からの利用も随分あると思いますので、それに合わせた宮城県としての対応、加美

町としての対応もございますので、毎年毎年根気強く県に要望してまいりたいと思っておりま

すので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（米木正二君） 以上をもちまして24番門脇幸悦君の一般質問は終了いたしました。 

  次に、通告13番、５番伊藤信行君の一般質問を許可いたします。御登壇願います。 

     〔５番 伊藤信行君 登壇〕 

○５番（伊藤信行君） それでは、通告に従いまして教育長、町長に伺ってまいります。 

 まず、教育長に伺います。 

 「雀百まで踊り忘れず」とか「三つ子の魂百まで」とか言われるように、今昔を問わずに幼

児教育の重さというのは不変でございます。このたび中教審幼児教育部会で「子供を取り巻く

環境の変化を踏まえた今後の幼児教育のあり方について」と題する中間報告案の中で、幼小連

携、幼小一貫教育、預かり保育の幼稚園教育要領における位置づけの明確化、自治体による保

育カウンセラー導入などを提言しているようでございますが、このことが施行された場合に我

が町においての教育長はいかなる御意見をお持ちになっておるか伺いたいと思います。 

 次に、我が町の林業政策について町長に伺います。 

 １万 741ヘクタールの山林を所有する県内一の町でございますが、しからば本町の林業政策

を見るときに、町長はどうもいまいち腰が引けているのではないかと私は思うのでございま

す。合併して２年、私は所属する委員会で林業を基幹産業としている村や町を視察する機会が

ございました。そして、研修してまいったのですが、よくぞここまでと思うほどの林業を手玉

にとって生きる活路を見出している町や村ばかりでございました。町長が考えているこれから

の我が町における林業政策の一環を伺いたいと思います。 

 この件については、きのうも22番の御答弁をなされているようでございますが、もう少し具

体的にお答えをお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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  以上でございます。 

○議長（米木正二君） 教育長。 

    〔教育長 伊藤善一郎君 登壇〕 

○教育長（伊藤善一郎君） ただいまの幼小一貫、幼小連携、この問題でございますけれども、 

今議会におきまして私への質問が相当数ございます。このことにつきまして、議員各位の教育

に関する関心の深さというものを認識することができて大変うれしく思っております。また、

きのう最後の質問者でありました42番議員から私の教育理念についてということが言われてお

りますけれども、きょうの答弁の中で聞き取っていただければ十分かと思いますので、よろし

くお願いいたしたいと思います。あわせてお願いいたしたいと思います。 

 幼小一貫あるいは幼小連携、これは制度上の問題としてまだ成立したものではありません。

中教審がこれまでとってきたいろんな施策の中で、現時点で学力の低下ということが言われて

おります。要するにゆとりの教育、これが悪いんだという人もおります。これは中教審の中で

答申されてきた内容を学校現場で実施した内容でございますので、その結果が学力の低下につ

ながっているとすれば、ゆゆしき問題だろうと思います。要するに、中教審のメンバーの構成

を見ますと、教育現場、ことに小・中・高あたりの現場に携わった人たちの意見というのはほ

とんどありません。全く現場から離れた理論家だけが中教審の委員として参加しているわけで

す。そういう人たちの意見が大きく教育政策の中に反映されるということは、私は本当は不本

意なことでございまして、これに対しては多少の抵抗を感じていろいろな提言もしてきたとこ

ろでございます。 

 いずれにいたしましても、幼小一貫とか幼小連携という問題が話題になってきたということ

は何かというと、社会的な構造の変化、要するに若いお母さんたちも職場を持ってそこに行か

なければいけない。その中でどうしても預かり保育等のこともあって、学校や幼稚園、要する

に既設の教育施設にこれを預けなければいけないということから生まれてきた発想であろうと

いうふうに考えております。この中で私たちが実際加美町でこれを実施するということになり

ますとどういうことになるか。まず、幼稚園あるいは学校施設の改善とか改造とか、あるいは

職員の増員とか、こういうことが当然出てくるわけでございまして、このことを踏まえて果た

して加美町の今後の財政の中でそれにたえ得るかどうかということ。いろんなことでは町長に

もお願いして今までこの２カ月間やってきました。これこれについて予算計上するのでよろし

く頼むというようなことで進めてまいりましたが、今後どういうふうなことで、それが国から

補助金とかあるいは交付金の形で流れてくればいいんですけれども、文部科学省は比較的弱い
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省庁でございまして、これが果たして町村に届くまでの予算を獲得して流してくれるかどう

か、こういう疑問もございます。いずれにいたしましても、「鉄は熱いうちに打て」と、殊に

言語教育においては小さいころからやった方がいいということはもう論をまたないところでご

ざいます。この中で幼少教育の重要性というのは認識しています。認識しますけれども、一貫

になるのかどうか、制度上の問題、６・３制の見直しが今盛んに行われておりますけれども、

それとあわせて考えていかなければならない課題だろうというふうに思っております。 

 以上、私の一端を述べまして、答弁にかえたいと思います。 

○議長（米木正二君） 町長。 

    〔町長 星 明朗君 登壇〕 

○町長（星 明朗君） ５番伊藤議員から私に対しては一つ、第１点の御質問をいただきました 

。林業政策についてであります。 

 伊藤議員、非常に勉強なさっておられまして、先進から見るとどうも加美町の町長は腰が引

けているのではないかという御指摘であります。林業行政につきましては、旧小野田町の古内

町長、非常に積極的でありまして、宮城県一の森林面積を確保するなど、大いにその力を発揮

していただいて加美町に引き継いでいただきました。古内町長の考え方は、森林の持つ機能の

大切さということを認識をして、末長く森林機能を維持しながら環境保全に努めようという、

そういう思いがあったように私は思ってございます。多分御質問いただいた５番議員は、いわ

ゆる先進地としていろんな林業を町おこしあるいは事業につなげていくという点で加美町はい

かがなものかということの御発言だというふうに思います。現在のところ、御指摘のように木

材価格が低迷をいたしまして、公有林、民有林、押し並べて管理不十分な森林が多いというこ

とは言われているところでありますが、申し上げましたように森林の持つ多面的な機能は大変

大きなものがありまして、これは森林を有する町の長としてはやはりそれにこたえていくべき

であろうというふうに思います。いわゆる沿岸部、海の方々が海洋資源の増殖をするために山

に木を植えるというような行動まであるわけでありますから、そういうことを考えると、源流

部からいわゆる下流、沿岸漁業まで大きな役割を担っているということでありますので、なお

さら重大なことであると思いますし、また今叫ばれております、御質問にも多分いろいろいた

だいている地球温暖化防止という面、あるいはレクリエーションの場としても大変大切なこと

でありまして、加美町もそういう面からこの森林保全と活用というものも考えてまいったつも

りでございます。 

 国においては、森林づくり等の推進10カ年対策というものを策定をいたしまして、それぞれ
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市町村に目標値を与えているところでありまして、町でも平成16年、今年の３月に加美町森林

整備計画を策定をいたしました。民有林における森林の保全、水・土の保全林、木材の生産に

寄与する資源循環林、森林と人との共生林に区分して森林の整備及び管理を行うことといたし

ているところであります。昨日の22番の御質問にも一部お答えを申し上げておりますが、いわ

ゆる国有林の事業展開にもありますように、大変厳しい状況であります。また、県の事業、国

の事業も大変少なくなってきているところでありますが、我が加美町におきましては国の造林

補助事業あるいは県単の森林資源活用パイロット事業などを積極的に取り込みながら除伐や間

伐を主体に森林の整備を進めているところであります。 

  昨日でありますが、冬季に入りましたので森林事業団の団員のいわゆる解職の辞令を交付し

たわけでありますが、その席で来年度も皆さんのお力をおかりしたいということで団員の方に

お礼と来年に向けたお願いを申し上げたところでありますが、来年以降も、17年度以降もそう

した保全に努めてまいる傍ら、きのうも申し上げましたように木質バイオマスによります新エ

ネルギーを取り出して、温泉施設等においてガス化発電による電気及び熱量の供給が可能であ

るということがありますので、それらの調査研究をスタートさせたところでございます。ま

た、昨日も申し上げましたけれども、天然林あるいは間伐材による木炭の生産、そして木炭を

農業生産等々に活用していくということで、これは先進例として積極的に私は推進をしたいと

思ってございます。あるいは、キノコ等の林産物への利用も積極的に拡大をしながらレクリエ

ーション、教育の場として活用していきたいと思っております。 

  最後に申し上げたんでありますが、いわゆる伐期をとうに過ぎた森林が数多くございます。

地元で育った木を地元の公共施設に使用してまいりたいという観点から、現在建築中の統合中

新田保育所に可能な限り地元の木材を使用したいということで、既に伐採をして保存をいたし

ております。また、来年度計画をいたしております広原小学校にも、これから具体の設計に入

るわけでありますが、このことについても地元産の木材を使用するよう設計業者にお願いをす

ることといたしております。今後も公共施設等に地元産材の活用拡大を図ってまいりたいと。

いろいろ計画がございますので、それらについて保存あるいは活用を考えてまいりたいという

ことでございます。 

  木質バイオのことについては、ある意味では一つの事業展開も可能になるんだろうと思いま

すので、その辺のところを御理解をいただきながら、長い目で我が町の森林活用ということを

見守っていただきたいと申し上げて、答弁とさせていただきます。以上でございます。 

○議長（米木正二君） ５番。 
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○５番（伊藤信行君） 大変よくわかったんでございますが、二、三質問させていただきます。 

 教育長の考えは篤とわかりました。この程度の質問ですから、教育長のところにお茶飲みに

行きながらでも聞けばよかったんでしょうけれども、これもまた皆さんに知らしめる義務もあ

りますので、あえて伺いました。 

 それから、今町長の伐期の過ぎたと言いましたけれども、これはよその町へ行けば恐らく、

町長のことしの施政方針の中でも伐期というと50年と見ていましたけれども、またあと50年過 

ぎたものは、いつの答弁かちょっと忘れましたけれども、一酸化炭素の件が出ましたけれども、 

それはそれでいいんでしょうけれども、やっぱりあと50年、また 100年、 150年というような

付加価値をつけた木材の生産もよその町ではやっているんですよ。ですから、そう急いで50年

が過ぎたから切らなければならないということではなくて、もう少し付加価値をつけてといっ 

たような木材生産ということも考えていただきたいと思いますので、その辺ちょっと伺います。 

○議長（米木正二君）  町長。 

○町長（星 明朗君） まさに御意見のとおりでありますが、木材のよしあしといいますか、あ 

れはその土地の気候風土に非常に左右されていると思います。と申しますのは、皆さん御案内

のとおり津山杉というのがございまして、非常に今木材で町おこし、かつては津山のもくも

く、中新田のバッハホール、そして七ケ宿のスキー場だったですか、この三つが町おこしのモ

デルだと言われておった時代がございました。津山は建築材に向かないんだそうであります。

そのためにああいうことを考案をしたと。いわゆる集成材といいますか、なぜかと言います

と、非常に雨量が多いんだそうであります。そのために成長が非常に早い。そうしますと、木

目が非常に粗いといいますか、そのために弱いんだそうです。非常に成長が遅いところの部分

は非常に木目が詰まっていて、最良の建築材として使われるということなんであります。同じ

年数を言いましても、恐らく津山の方はそんなに年数がたっていなくて相当大木になるという

あれがあるんだと思います。もちろん、50年を過ぎたら皆切ると、恐らく使い切れないくらい

いっぱいあるんだろうと思います。当然のことながら、保存していって、いわゆる古内町長が

上げた不伐の森もあるわけでありますから、当然その部分について50年、 100年と保有をしな

がら美林として残していくということは非常に大切だというふうに思ってございます。30年、

一番売れているときは40年ぐらいで木材として販売したこともあるようでありますが、かえっ

て今は保存、保有するという時代、今はいいのかもしれませんが、やっぱり宝の持ちぐされに

ならないように、そういう一部伐採をしながら更新をしていくということもやっぱり大事なん

だろうというふうに思います。かつて申し上げました50年生を過ぎると老木という言い方はな
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いのかもしれませんが、やっぱり活動が弱ってまいりまして、二酸化炭素の吸収も少し疎くな

ってしまうという学説があるようでありますから、自然更新でなくて人為的に更新をするため

には間伐なりしながら植え立ても行って、自然に更新になるように森林を維持管理していかな

ければならないんだろうというふうに思ってございます。そういう意味で、いわゆる皆伐をす

るのではなくて、いい部分を切って有効活用するということを申し上げたわけでありますの

で、御理解をいただきたいと思います。 

  私も勉強いたしまして、もっと町おこしにつなげるような事業が可能かどうか検討させてい

ただきたいと思いますので、御理解いただきたいと思います。以上でございます。 

○議長（米木正二君）  以上をもちまして５番伊藤信行君の一般質問は終了いたしました。 

 次に、通告14番、27番畠山こずゑさんの一般質問を許可いたします。御登壇願います。 

    〔27番  畠山こずゑ君  登壇〕 

○27番（畠山こずゑ君） 27番畠山こずゑ、一般質問させていただきます。 

 私は、２点について質問させていただきますが、今までにも旧中新田において環境問題を抜

きにして政治は語れずということを言ってまいりました。その中で、地球温暖化防止対策につ

いて１点、それから三位一体についてお話を伺いたいと思います。 

 地球温暖化については、皆さんも何かこのごろは変だなと思う方もたくさんいると思います。 

いつ、どこで、何の災害が起きるかわからない、それが自然の災害の問題でございます。これ

は地球の温暖化が原因ではないかと言われていることも皆さんも耳にしたりテレビで見ている 

と思っておりますが、私はその問題についていかに対応すべきかを町長に伺いたいと思います。 

 今、外国で起きているいろんな熱風、そして植物の枯れ果てた姿、それから動物の異常な死

の原因などなど、それから皆さんも本当に地震に対しては今回も国会の方でも初めて地震の震

度７の場合は直下型地震に対してどれくらいの人が亡くなり、どれくらいの災害があるかとい

うことを今回初めてテレビを通して説明されました。本当に私たちの町もいつ起きるかわから

ないのが自然災害でございます。そのことも含めながら、常に私たちは危機感というものを忘

れてはならないと思います。災害が来てから初めて大変であるということではないと思いま

す。そのことを含めながら、地球温暖化防止のつながりもあるということを聞いていただきた

いと私は思っております。 

 2020年にはイギリス初め、南極の氷が解けて 3,000メートルあったのが 2,500メートルにな

った場合、本当に沈没、皆水浸しになるそうだということも報道されております。「いや、ど

うして、なぜ、本当にそんなことがあるのかな」と思うかもしれません。でも、それは現実と
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してやってくるということを科学者たちも動物学者たちもいろんな角度から言っております。

そのことを踏まえながら、町長はどんな考え方でこれの対応策を考えているかお聞きしたいの

が１点でございます。 

 それから、三位一体の件については、３番議員はきょう欠席でおりませんが、いろんな角度

から聞かされておりますので、欠席で残念なんですが、いろんな角度で町長もお話しになりま

した。そのことについても三位一体の中でも財政の厳しさ、国は 700兆円という莫大な借財の

中で一人一人の借金も大変でございます。その中で、税制のあり方も消費税のあり方も言われ

ている中で、地方の力のあり方ということが非常に重大視されております。そのことを深めな

がら、町長はこのことを３番木村議員、いらっしゃらないので非常に残念に思いますが、一緒

にもっと聞いていただきたいという気持ちでいっぱいでございます。そのことを深めながら、

いろんな意味で補助も削減されております。本当に合併したゆえにいろんな角度から合併をし

なくなった町も聞かれておりますが、合併してよかった、いち早くしてよかったと、そういう

次の世代に私たちは伝達していかなければならないと思っておりますので、その点も含めなが

ら町長にもう一度だけ、簡単でもよろしいですが、三位一体のお話を伺いたい。 

 それから、教育長には、子供は宝であってよく育てるためには経費を惜しまないというのが

今までの国のあり方でございました。今回は大変な削減をしております。このことを深めなが

ら、教育長としてのとり方、考え方を２点お伺いしたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（米木正二君） 町長。 

    〔町長 星 明朗君 登壇〕 

○町長（星 明朗君） 畠山議員から大きく分けて二つの御質問をいただきました。 

 まず、第１点、地球温暖化対応についてということであります。 

 このことにつきましては、私も大変興味を持つといいますか、この問題は大きな問題という

ことで常日ごろから新エネルギーの導入あるいは化石燃料の使用抑制等々を実践をしているつ

もりでございます。お話にありましたように、地球全体を取り巻く気象といいますか、環境が

本当におかしくなってきていると言っても過言ではないと思います。一部には集中的な豪雨が

あり、全体としては地球が砂漠化しているということであります。その原因は、やはり温室効

果による地球温暖化がすべてではないのかなと思ってございます。いつかのテレビで南極の氷

がどんどん解け出して崩落をしている。そうしますと、いわゆる真水が凍るわけでありますか

ら、それが解け出して両極の海水濃度が薄まってくるわけであります。そういたしますと、海
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流の変化が起きて、それが赤道付近の気候変動、気圧の変動につながって、気流の変化が起き

て、地球全体の気候変動につながっているということが大方の学者の見方でございます。この

辺でとめておかないと、いわゆる氷が解け出して海水面が上昇する以上に今回の、ことしの台

風が10個も我が国土を襲って複合災害という表現を使わせていただきましたけれども、地盤が

緩んだところに地震が起きて土砂災害、山崩れ等々が起きてしまうということにつながってま

いるわけであります。 

 けさも、昨日、いわゆる京都議定書に関する閣僚級の懇談会があって、小池大臣が流暢な英

語で意見を述べておりました。要するに、アメリカが批准をしないということでございます。

これは議定書を発行するのが17年の２月16日、来年の２月16日、もう差し迫っているわけであ

りまして、アメリカの考え方あるいは議定書を批准するように求めたのであったようでありま

すが、アメリカはアメリカとして別な方向でいろいろな方法で削減に努力をするということを

言っておられたようでありまして、なかなか難しい問題であるかなと。しかし、日本は議定書

調印をいたしましたけれども、我が国にも問題があるのだそうであります。1990年レベルから

議定書では６％なんでありますが、1990年のレベルからいきますと８％削減をしなければなら

ない。果たして批准はしたけれども日本は達成できるのかどうかと、今になって非常に疑念を

持たれているということであります。それらを含めますと、勘案をしますと、当然のことなが

ら末端では一人一人の家庭から、小さな自治体からこのことを真剣に受けとめて５分でもある

いは10分でもこういう電灯、電気を小まめに消したり、あるいはストーブ、暖房の温度を１度 

ないし２度下げてエネルギーの消費を抑えていくということが大事だろうと思ってございます。 

 加美町では既に新エネルギーの公用車利用、エコエネルギーの公用車を随分導入をいたして

おります。恐らく人口１人当たりの比率としては宮城県一だと私は自負をいたしております。

それから、町内に実行委員会を立ち上げております。加美町の実行計画を策定をいたしまし

て、既にスタートさせてございます。一つには、行動計画の中では省エネルギー対策としての

電力、燃料、水道の使用量の削減。それから、二つとして、環境配慮対策として公用車の適正

利用、環境に配慮した物品の購入、このことについては先ほどの自動車の導入あるいは森林資

源を保存するためのいわゆるリサイクルで不要な紙のリサイクルあるいは不要紙を再生紙利用

等々もすべて町としては行ってございます。第三次廃棄物対策としての資源の有効活用、廃棄

物の削減でございまして、一歩一歩これは気の長い、息の長い対策でありますので、職員とも

ども進めてまいりたいと思っているところでございます。当面の目標としては、平成21年度の

総排出ガス量を５％削減をするという我が町の目標でありますので、御理解をいただきたいと
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思いますし、議員各位にもその旨の御理解をいただきながら削減に協力をいただきたいと思う

ところでございます。 

 また、三位一体改革についてはたびたび申し上げておりますとおり、非常に今大変な時期に

かかっております。補助金等の削減、一般財源化につきましては、地方六団体、私たち自身が

政府に提案をしたものでありますから、このことについては示されたものが実際にどういう形

で我が自治体に、それぞれの自治体にかぶさってくるかということ、各省庁の細かい予算の中

で示されるものと思いますし、県を通して来るものについては県の予算編成の中で示されてく

るものだと思いますが、実はきのう町村会からのメールが参りまして、後ほど議長にも来てい

るわけでありますが、地方六団体として政府に申し入れをいたしました。補助金等の削減等に

ついてはさっき申し上げたとおりでありますが、私たち一番頼りにしています地方交付税の額

の確保について、地方六団体として大変何度も閣僚折衝といいますか、要請をいたしておりま

して、昨日も要請をしたことのメールが来ておるようであります。仮に我々の要求が受け入れ

られなければ、私たちも何らかの行動を起こすという、そういう覚悟をしてくださいという文

書が参っております。昨日は、財務大臣、総務大臣ほかと六団体の代表が折衝いたしましたよ

うであります。間もなく示される予算、12月20日に予算の内示があるようでありますから、そ

の部分である程度の方向が見出されると思います。その中で、削減されるようなことがあれ

ば、いわゆる町村議会、町村もうちそろって、あるいはむしろ旗の行動も起こさねばならない

事態になるかもしれないという、そのような覚悟で今臨んでおりますので、もう少し推移を見

たいと思います。 

  お話にありました義務教育費の国庫負担率の軽減あるいは生活保護、きのう申し上げた各種

の削減案が提案されておりますが、もう少し様子を見ながら平成17年度の予算編成に向かって

まいりたいと思うところでありますので、御理解をいただきたいと思います。以上でございま

す。 

○議長（米木正二君）  教育長。 

    〔教育長 伊藤善一郎君 登壇〕 

○教育長（伊藤善一郎君） お答え申し上げます。 

 三位一体の改革の中で教育はどういうふうな位置づけをなされているかということなんです

が、三位一体の一つであります地方分権、この地方分権が文部科学省あるいは県教委から一切

地教委への権限移譲はございません。これが果たして三位一体の改革かということで私は憤慨

しておりますが、実は11月11、12日に宮城以北、北海道まで、教育委員協議会の研究協議会が
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ありました。私は話題提供者ということで12日の分科会で発言してまいりました。レジュメを

つくってくれと言われたのが28日、４日まで出してくれと。28日というのは９月28日です。私

はまだ教育長でもございませんで、教育委員長としてレジュメを出すはめになってしまいまし

た。仕方がないので、そのまま４日まで間に合うようにレジュメを出しましたんですが、その

後多少訂正させまして、何とかレジュメの方は間に合いました。具体的に40分間の時間を与え

ていただきまして、私はレジュメはそっちのけにして、指導助言者が文部科学省初等中等局企

画課課長補佐角田という若い役員が来て指導助言だという話だったんですけれども、私は散々

文句を言ってやりました。地方分権、地方分権といったって何を分権したんだと。そして、町

村合併をさせるということについて、我々市町村教育委員会に合併したらこういうふうな形で

組織しなさいよ、あるいはこういうことについて注意しながら組織あるいはその他の運営につ

いてという何らの指導もなかったはずです。それで、現在に至っていろいろと教育委員会の組

織等について問題があるわけですけれども、そういうふうな中で、私がどんどんしゃべったも

のですから、彼は指導助言の一言もございませんでした。最後には、「先生、今後よろしく御

指導ください」ということで帰っていったんですけれども、三位一体、その中の財政問題、今

町長からお話がありました。結局教育予算も県一般財源の中から教育予算が組まれる。町とし

ても同じということです。県からもらうものは、これは教職員の給与、これがほとんどであり

まして、ほかのものについてはあと補助金的な形で出てくるもの。ですから、これはまた別な

ことですが、町として今までの予算が組めるかどうかということなんですけれども、幸いにし

て、町長が立候補してその公約の中に教育を大切にするというお言葉がありました。私の耳に

入って離れません。それで、期待しながら、町長をちょくちょく刺激しながら現在教育委員会

の運営を行っているところでございます。今後とも議員の皆さんの御協力を得たいと、こうい

うふうに考えております。よろしくお願いします。 

○議長（米木正二君） 27番。 

○27番（畠山こずゑ君） 町長初め教育長に大変御丁寧にお話を伺いまして、感服した次第でご 

ざいますが、自然環境の中で地球温暖化については町長は本当に前向きに取り組んでいる姿勢

はうかがえております。そして、私たちも旧中新田のときに風力発電とかいろんな角度で見ま

したけれども、本当に風がなければできないということもありまして、いろんな環境問題につ

いては大変な時代になったんだなということを思っておる一人でもございます。 

 いろいろと町長の話の中で、研究委員会みたいなものもつくっているという、県の方では平

成17年４月から地球温暖化防止対策委員会というのを設けて20名ほど一般募集して発進するそ
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うでございます。ですから、このことを踏まえながら、一般の方の本当に知恵やアイデアをか

りながら、そういう対策、方針も盛り上げていくという方法にしたらもっと早く防止対策にな

るんでないかなという私の考えも心の中に思っております。 

  それから、一つずつ考えていきますと、自分たちが毎日生活していることがもう汚している

ことでございます。そのことを考えながら、次の世代、子供たちに少しでもきれいな地球を返

してあげたいというねらいが私たちの大人の役割だと思っております。風力発電の中でも、岩

手県の方でこの間の突風、30メートル近いということで羽が折れたんでございます。折れちゃ

ったんです。これは岩手県の新聞なんでございますが、このことを踏まえますと、私はいつも

何か地球を本当に守ってくれるすばらしい考えの科学者なり学者なりが出てくれたらいいなと

いつも思っておりますけれども、一人一人の受けとめ方、考え方で温暖化防止が大分進むので

はないかなということを考えております。 

 そのことを含めながら、温暖化防止、他町村がやってからでなくて、自分たち様子を見なが

らでなく、本当に必要だと思ったら前向きに率先して取り組んでいくのも首長の手腕だと私は

思っております。その点、もう１点お伺いいたします。 

 教育長のお話の件は、本当に知らなかった面までも深く追求のお話でよかったなと思ってい

ます。その力で教育関連を盛り上げていただければよろしいかと思っておりますので、教育の

話はよろしゅうございます。 

 ですから、温暖化防止対策、委員会推薦なんかはつくるつもりはないかどうか、もう一度町

長のお話を伺いたいと思います。 

○議長（米木正二君） 町長。 

○町長（星 明朗君） 私自身は他町に率先してこの対策に取り組んでいるつもりでありますが 

、まだ足りないということであればもう少し拍車をかけながら職員を督励して頑張ってまいり

たいと思っております。 

 実行計画の中で、事務方の考え方は薬師の湯、ゆ～らんど、いわゆる誘客施設はお客さん相

手でありますから少し寒かったりあるいは暑いときに冷房を少し温度を上げて暑かったりとい

うとサービスに抵抗がありますので、これを除きたいという事務方の計画だったんであります

が、いや、それはないだろうと。聖域なしでとにかく全体的に加美町はこうやっているんだか

ら我慢してほしいというぐらいの姿勢でやっていかなければならないんだよということで、そ

れも含めて実行計画を既に着手をしていまして、でき上がりつつあります。庁舎内は御案内の

とおりお昼時間はすべて、少々天気が悪いときでも電気を消しております。そういうところか
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ら一つ一つ始めておりますので、御理解をいただきたいと思います。ただ、私自身もやっぱり

寒いときにはストーブをつけたくなりますし、年寄りがいるとやっぱり少し温度を上げて「寒

い、寒い」と言われるとそうしてあげたくなるし、なかなか「言うはやすし、行うはかたし」

という面がございます。身近なところからやはりやらなければならない。 

 風力についても何度も申し上げておりますが、秒速３メートルぐらいでも稼働するようなも

のもできていますから、やはり費用対効果というものを考えていくと、これはやっぱり全然進

まないんです、この温暖化防止対策は。費用が少しかかっても、やっぱりマイナス面の効果を

出すためにどこかで妥協しなければならないところがあるわけでありますが、そういう思いで

やっていかなければならないと思いますし、各家庭の温水でありますとか太陽熱利用とか、そ

ういうものももっと普及させるべく加美町方式みたいなものも考えてまいりたいと思いますの

で、御理解をいただきたいと思うところであります。 

 また、教育についても、教育長からいろいろお話も申し上げたわけでありますが、やはりそ

の町で教育にどれほど誠意を持って、あるいはその力を入れて教育予算を確保するかというこ

とだと思います。これはやっぱり人づくりがまちづくり、人づくりでありますから、町だけで

なくて国づくりになっていくわけでありますから、今後とも教育予算の確保については努力を

したい。補助金が交付金化になるということになると、やっぱり色がついてないのでどうして

も減らしたくなる可能性もありますので、その部分は一応の枠組みをしながら努力をしたいと

思いますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（米木正二君） 27番。 

○27番（畠山こずゑ君） もう一回だけお願いいたします。 

 大変前向きに取り組んでいる姿勢はよくわかりますけれども、やはり大人だけの社会ではご

ざいません。私たちはやっぱり次に生まれてくる子供たちのことも考えて教育なり内容なり、

次の世代のためにどうあるべきかというのも政治であります。そのことを考えたとき、教育の

中には地球温暖化防止対策の指導力を発揮していただくことを行政の方からも御指導していた 

だければ大変結構だと思いますが、その点についてはいかがお考えか、１点お伺いいたします。 

○議長（米木正二君） 町長。 

○町長（星 明朗君） 全く御意見のとおりでありまして、もう既に地球温暖化対策推進委員会 

というものを部内に立ち上げて、まだ行き渡っていない部分があると思いますが、全庁的な組

織として一人一人が認識をしないと難しいものですから、少なくとも町民の方々のモデルにな

るような対策をとって、そのことをいろんな機会をとらえてＰＲをしていくということが広が
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りにつながると思いますので、肝に銘じながら努力をしたいと思います。以上であります。 

○議長（米木正二君） 以上をもちまして27番畠山こずゑさんの一般質問は終了いたしました。 

  暫時休憩いたします。 

    午前１１時０５分 休憩 

 

    午前１１時１６分 再開 

○議長（米木正二君） 再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 通告15番、15番工藤清悦君の一般質問を許可いたします。御登壇願います。 

    〔15番  工藤清悦君  登壇〕 

○15番（工藤清悦君） 私からは、生涯学習の推進について教育長にお伺いをしたいと思います。 

 加美町は誕生して１年７カ月経過いたしました。これまでさまざまな施策が講じられ、各地

区の均衡ある発展に努めてこられました。特に、生涯学習の分野においては旧町の事業を踏襲

しつつ、加美町として一本化したそれぞれの組織が３地区の皆さんが協力して新しい多彩な事

業を展開していることは大変喜ばしいことであります。町の事業においても、チャレンジデー

やドラゴンボートへの取り組みなどは多くの役員、スタッフが一つの目標に向かって英知を結

集して互いに感化される姿は、町民の一体感の醸成に大きく貢献しているものと考えます。生

涯学習の分野は、多くの守備範囲を担当しております。公民館においては、子育ての支援から

高齢者の生きがいづくり、そして文化的活動まで支援を行っております。地区の体育館におい

ては、スポーツを通したコミュニティーづくりや町民のスポーツに対するニーズにこたえ、社

会体育全般の支援を行っております。また、数多くある社会教育施設においても同様でありま

す。 

 このようなさまざまな生涯学習の推進を図り、施策の大きな効果を引き出すためには、行政

と町民との協働が重要であるとされております。町民は、それぞれの社会教育施設のサポータ

ーであり、まちづくりのマンパワーであることを自覚しなければなりません。今後、職員の削

減も計画されており、多くの町民の皆さんがみずからまちづくりに参画し、自主的に自立して

活動する生涯学習の実質が求められていくと考えます。教育長は、合併のときに合併後の加美

町の生涯学習のあり方について、素案を草稿したとも伺っております。今後の生涯学習の推進

方策についてお伺いをいたしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（米木正二君） 教育長。 



-86- 

    〔教育長 伊藤善一郎君 登壇〕 

○教育長（伊藤善一郎君） ただいまの工藤議員の質問にお答え申し上げます。 

 生涯学習と呼ばれるようになったのは、平成６年ごろからだと思います。それまでは生涯教

育という名前でこの学習が呼ばれていたはずです。学習と教育はどのように違うのかというこ

となんですけれども、教育というのは与えられるものという感覚がどうしてもあります。学習

というのはみずから学ぶもの、自分で勉強するもの、そういう言葉に変えたのは、当時文部省

と言っていましたが、文部省の発案でありまして、どうしても与えるものから自分で学ぶもの

に変えていかなければ生涯学習、要するに老齢者でも若い人でも全部含めた形の生涯学習の範

囲の中に入ると。生まれた子供から、それから年とった人たちも、自分から何をやったらいい

のか、何を学習するのかということを自分で探して、その課題設定のために立ち向かう、それ

が生涯学習の姿であるというふうに私たちは説明を受けて、そういうふうなものだというふう 

に考えておりました。ところが、現実の問題といたしましては、公民館であれ文化会館であれ、 

あるいは体育館の施設、要するに生涯学習施設と呼んでおりますけれども、これらの施設に勤

める職員が準備してやって、そして後始末をする、ここまでやっているわけでございます。み

ずから学ぶという町民各位の姿というもの、近ごろ見えてはおりますけれども、まだまだ育っ

ていないという現実があります。先ほど工藤議員から話がありましたように、将来人員の削減

が当然あると。それから、予算の削減も当然あるだろう。これは仕方のない現実の流れでござ

います。この流れの中で、私は着任早々に職員に指示いたしましたことは何かというと、そう

いう先を見越した中でどのように生涯学習を立ち上げていけるかということをまず検討しなけ

ればならない。私は案はありますけれども、これは示しません。なぜかというと、職員みずか

らが考えたものを職員みずからの手でやってもらいたいというのが私の基本的な考え方ですか

ら、そうでないと本当の意味でやらせられたという形ではしたくないというのが基本的なこと

です。結論を得るまでに、各公民館長あるいは文化会館の館長あるいは体育館の館長等を集め

ましてこのことを話して、みんなで共通的な理解を得るように話し合いをしなさいと。ここは

こうなんだと。要するに、予算もなくなり、人もなくなると。そうした場合に公民館のあり方

をどうするのか、文化会館のあり方をどうするのか、体育館はどのように運営していけばいい

かということについて考えろということで指示してあります。結論については、私は１月の末

ごろまで、２月の教育委員会の定例会までは何とか成案を得たいというふうに考えております

ので、そういうふうな姿でやっていきたい。その中で生涯学習課全体の組織構造を考えていき

たい、こういうふうに思っております。取り組みといたしましては、今のところそういう形で 


